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札
幌
市
に
在
り
て
は
、國
道
四
號
線
北
三
條
に
於
て
、

延
長
一
町
餘
、幅
十
五
間
を
車
歩
道
の
區
分
を
爲
し
、

車
道
は
木
塊
、歩
道
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
爲
し
、

車
歩
道
の
境
界
に
植
樹
帶
を
設
け
、

公
孫
樹
を
植
栽
せ
り
。（
大
正
十
三
年
十
月
舗
装
）

―
北
海
道
道
路
誌
―

道
庁
正
門
前

ど
う
ち
ょ
う
せ
い
も
ん
ま
え

通
り

―
市
道
北
三
条
線
―
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歩
き
や
す
い
道
―
舗
装
道
路
へ
の
声
が
高
く
な
っ
た
の
は
、
大
正
年
間
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

大
正
の
初
期
か
ら
函
館
市
や
小
樽
市
な
ど
で
は
、
道
路
の
舗
装
化
に
対
し
て
力
を
入
れ
て
き
た
の
対

し
、
札
幌
市
で
は
近
く
の
豊
平
川
な
ど
に
砂
利
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
安
価
な
敷
砂
利

工
法
で
立
派
な
道
路
が
維
持
で
き
る
こ
と
な
ど
の
理
由
も
あ
っ
て
、
相
当
に
遅
れ
て
い
た
。

札
幌
市
が
都
市
ら
し
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
大
正
時
代
の
末
期
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
舗
装
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
に
か
く
試
験
的
に
と
い
う
こ
と
で
、
道
庁
正
門
前
の
通
り
に
「
木

塊
舗
装
」
が
施
工
さ
れ
た
の
は
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。

「
札
幌
市
に
在
り
て
は
、
國
道
四
號
線
北
三
條
に
於
て
、
延
長
一
町
餘
、
幅
十
五
間
を
車
歩
道
の
區

分
を
爲
し
、
車
道
は
木
塊
、
歩
道
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
爲
し
、
車
歩
の
境
界
に
植
樹
帶
を
設
け
、

公
孫
樹
を
植
栽
せ
り
」
と
『
北
海
道
道
路
誌
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
一
三
年
一
〇
月
完
成
の
こ
の
舗
装
は
、
道
庁
正
門
前
か
ら
駅
前
通
り
ま
で
の
区
間
、
す
な
わ

ち
、
西
四
丁
目
〜
西
五
丁
目
間
で
あ
っ
て
、
延
長
六
四
・
五
間
（
一
一
七
・
二
七
ｍ
）、
車
道
幅
八
間

（
一
四
・
五
四
ｍ
）
の
面
積
一
、八
五
六
・
五
㎡
の
木
塊
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
歩
道
部
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
よ
っ
た
。
こ
の
区
間
の
舗
装
は
、
近
代
的
な
道
路
技
術
に
も
と
づ
く
北
海
道
で
初

め
て
の
本
格
的
な
舗
装
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

完
成
す
る
と
北
側
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
内
に
「
大
正
十
三
年
十
月
鋪
装
翌
十
四
年
四
月
樹
齢
十
九
年

ノ
公
孫
樹
三
十
二
本
ヲ
栽
植
シ
街
燈
六
基
ヲ
建
設
ス
　
北
海
道
廳
」
と
刻
ま
れ
た
銘
盤
石
が
設
置
さ

れ
た
。
な
お
こ
の
工
事
に
は
、
植
樹
帯
な
ど
を
含
め
て
四
一
、五
七
二
円
を
要
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
使
用
さ
れ
た
木
塊
は
、
当
時
函
館
方
面
に
多
か
っ
た
良
質
木
材
の
ブ
ナ
材
（
山
毛
欅
）
か

ら
、
長
五
寸
、
幅
三
寸
、
厚
さ
二
寸
八
分
（
一
五
・
〇
×
九
・
〇
×
八
・
五
㎝
）
の
も
の
を
一
二
三
、
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七
八
八
個
を
採
り
、
防
腐
剤
を
注
入
し
て
施
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
塊
は
「
腐
蝕
乾
割
、
死
節
ナ
キ
正
寸
正
角
ナ
ル
良
質
ナ
ル
モ
ノ
」
と
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
木
塊
は
「
設
計
ノ
寸
法
ニ
製
材
セ
ル
モ
ノ
ヲ
蒸
気
乾
燥
ヲ
行
ヒ
、
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
、
コ
ー
ル
タ

ー
ル
ヲ
同
量
ニ
混
合
シ
タ
ル
防
腐
溶
液
ヲ
百
三
十
度
ニ
加
熱
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
、
オ
ー
プ
ン
タ
ン
ク
式

ニ
依
リ
、
十
時
間
以
上
浸
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
取
掲
ゲ
、
更
ニ
温
度
ヲ
加
ヘ
サ
ル
前
記
防
腐
液
ニ
浸
シ
タ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
木
塊
一
個
ノ
吸
収
量
五
拾
五
匁
以
上
ノ
モ
ノ
タ
ル
ベ
シ
」
と
さ
れ
て
い
た
。

施
工
は
玉
石
基
礎
三
三
㎝
の
上
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
一
〇
㎝
施
工
し
、
敷
モ
ル
タ
ル
一
㎝
を
施
し

そ
の
上
に
木
塊
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
木
塊
一

個
の
単
価
は
九
銭
五
厘
で
あ
っ
た
。

一
般
に
北
海
道
の
よ
う
な
積
雪
・
寒
冷
地
で
は
「
本

州
の
先
進
都
市
で
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
適
さ
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
た
の

で
、
取
敢
え
ず
試
験
的
に
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
木

塊
舗
装
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

す
で
に
小
樽
市
内
で
は
、
木
塊
舗
装
（
面
積
三
五
六

㎡
）
が
大
正
一
〇
年
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
仕
様

に
は
、
木
塊
を
「
繊
維
ヲ
垂
直
ニ
長
手
ヲ
直
角
ニ
」
並

べ
、
木
塊
を
据
え
付
け
た
後
、
表
面
よ
り
「
厚
サ
二
寸
、

幅
八
寸
、
長
三
尺
ノ
板
ヲ
当
テ
、
重
量
約
三
十
封
度

（
約
一
四
㎏
）
ノ
掛
矢
ヲ
以
テ
叩
キ
鋪
木
ヲ
充
分
沈
定

シ
」
と
あ
っ
た
。

グリーンベルト内の「完成記念」銘盤
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木
塊
舗
装
に
使
わ
れ
る
木
材
は
そ
の
材
質
が
一
様
で
あ
り
、
木
質
が
強
靱
で
あ
る
と
共
に
、
防
腐

剤
の
注
入
が
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ブ
ナ
材
が
使
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
当
時
防
腐
剤
に
は
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油
に
二
〇
〜
二
五
％
の
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
混
合
し
た

も
の
が
防
水
上
好
都
合
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
に
は
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。

大
正
一
三
年
八
月
に
施
工
さ
れ
た
豊
平
橋
の
橋
面
舗
装
で
は「
車
道
ニ
ハ
‥
‥
厚
サ
五
寸
平
均
ニ
、

一
対
二
対
四
ノ
混
凝
土
ヲ
詰
メ
一
寸
厚
サ
ノ
　
モ
ル
タ
ル
　
ヲ
塗
リ
三
寸
五
分
厚
ノ
楢
木
煉
瓦
ヲ
敷

キ
並
ベ
、
目
地
ニ
ハ
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
　
ヲ
注
入
ス
。
木
煉
瓦
ハ
防
腐
剤
液
中
ニ
二
時
間
放
置
セ
ル

モ
ノ
ヲ
使
用
シ
タ
リ
」
と
あ
る
。

こ
の
木
塊
舗
装
に
対
し
て
反
対
の
声
が
多
く
あ
り
、
あ
れ
だ
け
の
金
を
か
け
れ
ば
、
殖
民
道
路
が

何
里
も
で
き
る
と
非
難
さ
れ
、
道
議
会
で
も
質
問
を
受
け
て
い
た
。

当
時
新
設
道
路
一
里
（
約
四
㎞
）
あ
た

り
工
事
費
が
、県
道
の
平
坦
部
で
は
一
〇
、

八
八
八
円
八
八
銭
と
あ
っ
た
か
ら
、
約
四

里
（
約
一
六
㎞
）
の
新
設
道
路
が
で
き
、

里
道
で
は
平
坦
部
で
六
、
九
九
一
円
四
一

銭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
約
六
里
（
二
四

㎞
）の
道
路
新
設
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

当
時
は
各
地
で
開
拓
道
路
の
開
削
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

道
議
会
の
記
録
に
も
あ
る
よ
う
に
「
国

顔を出した「木塊舗装」の状況
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道
の
一
部
に
模
範
的
な
舗
装
を
実
施
し
て
、多
く
の
道
民
・
市
民
に
対
し
て
刺
激
を
与
え
る
考
え
方
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
木
塊
舗
装
は
、
札
幌
の
気
候
に
適
さ
な
か
っ
た
の
か
、
工
法
自
体
に
問
題
が
あ
っ

た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
翌
年
に
は
膨
れ
上
が
っ
て
し
ま
い
、
二
、
三
年
後
に
は
す
っ
か
り
浮

き
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
こ
の
木
塊
舗
装
の
上
を
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
物
で
オ
ー
バ
ー
レ
イ
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
こ
の
木
塊
舗
装
は
「
掃
除
の
行
き
と
ゞ
い
た
こ
の
鋪
装
の
上
を
、
天
氣
の
よ
い
日
に
歩
く
と
、

氣
持
ち
が
い
ゝ
。
足
あ
た
り
に
、
何
と
も
い
へ
な
い
よ
さ
が
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
如
き
硬
さ
が

な
い
し
、
さ
ら
に
ま
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
重
さ
も
感
じ

な
い
。
木
の
特
有
の
柔
ら
か
さ
は
、
人
の
心
を
捕
ら
え

る
も
の
が
あ
る
。
實
に
優
れ
た
と
こ
ろ
を
も
つ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
、
ま
た
長
所
が
あ
れ
ば
欠
点
も

あ
る
と
し
「
滑
り
、
腐
朽
、
脹
れ
」
の
三
点
が
あ
る
。

「
東
京
の
銀
座
を
初
め
て
鋪
装
し
た
と
き
、
ブ
ロ
ッ
ク

が
浮
い
て
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
り
、
市
會
で
問
題
に

さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。ま
た
鋼
橋
を
木
塊
で
鋪
装
し
、

浮
き
上
が
っ
て
困
つ
た
と
い
う
例
は
珍
し
く
な
い
」
と

も
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
庁
正
門
前
通
り
の
木
塊
舗
装
は
、
大
正
一
三

年
の
施
工
で
は
あ
る
が
、
現
在
で
も
車
道
の
下
に
そ
の

ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
過
去
に
お
い
て
全
国
各
地
で

顔を出した「木塊舗装」の状況
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施
工
さ
れ
た
と
い
う
多
く
の
木
塊
舗
装
は
、
現
在
で
も
札
幌
と
同
様
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
文
献

は
見
当
ら
な
い
。

施
工
当
時
は
国
道
四
号
線
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
庁
正
門
前
通
り
の
こ
の
区
間
は
、
昭
和
二
七
年
の

新
道
路
法
施
行
に
よ
っ
て
国
道
で
な
く
な
っ
た
が
、
こ
の
区
間
は
市
内
の
交
通
量
か
ら
見
て
比
較
的

少
な
く
、
加
え
て
特
別
な
地
下
埋
設
物
件
、
例
え
ば
大
口
径
の
下
水
道
管
や
、
地
下
道
等
に
よ
る
掘

削
も
な
く
（
推
進
工
法
に
よ
る
下
水
道
管
が
あ
る
）、
こ
れ
ら
が
木
塊
舗
装
の
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た

理
由
の
大
き
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

過
年
次
お
い
て
当
時
の
電
々
公
社
が
車
道
を
堀
り
起
こ
し
、
洞
道
を
埋
設
す
る
計
画
を
出
し
て
き

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
札
幌
市
で
は
「
こ
の
区
間
に
は
貴
重
な
る
札
幌
市
舗
装
発
祥
の
記
念

品
と
も
い
う
べ
き
木
塊
舗
装
と
い
う
道
路

遺
産
が
こ
こ
に
眠
っ
て
い
る
の
で
、
一
切

掘
り
起
こ
し
は
ま
か
り
な
ら
ん
」
と
、
掘

削
を
許
可
し
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
木
塊
舗

装
が
約
八
〇
年
間
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
っ
て
、
誰
し
も
が
「
貴
重
な
る
道
路

遺
産
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
歩
道
に
は
、
昭
和
五
十
八
年

十
二
月
に
高
さ
一
ｍ
、
横
四
〇
㎝
の
「
札

木塊舗装の歴史を伝える「札幌舗装道路発祥の地」碑
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幌
舗
装
道
路
発
祥
の
地
」
と
刻
ま
れ
た
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
碑
は
木
塊
を
あ
し
ら
っ
た
ブ
ロ
ン

ズ
の
碑
の
両
側
を
、
道
路
の
縁
石
に
み
た
て
た
ミ
カ
ゲ
石
で
か
た
ど
り
、
上
部
に
は
当
時
使
わ
れ
た

木
塊
四
個
が
填
め
込
ま
れ
て
い
る
。

碑
陰
に
は
「
大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）木
レ
ン
ガ
に
よ
る
札
幌
初
の
道
路
舗
装
が
こ
こ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
現
在
で
も
、
車
道
部
分
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下
に
こ
の
と
き
の
木
レ
ン
ガ（
ブ
ナ
）が
眠
っ

て
お
り
、
掘
り
起
こ
し
た
も
の
の
一
部
を
こ
の
碑
に
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
翌
年
に
樹
齢
十

九
年
の
イ
チ
ョ
ウ
（
現
存
）
も
植
え
ら
れ
ま
し
た
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
赤
レ
ン
ガ
へ
の
道
は
木
の

舗
装
」
と
い
う
案
内
板
も
立
て
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
道
路
舗
装
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
も
当
時
の
木
塊
舗
装
は
、
本
格
的
な
レ
ン
ガ
舗
装
の
下
に
静
か
に
眠
り
な
が
ら
、
そ
の
歴

史
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
通
り
に
は
、
現
在
の
道
路
並
木
の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ
て

い
る
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、
大
正
九
年
に
国
道
四
号
線
と
し
て
東
京
よ
り
北
海
道
庁
に
達
す
る
路
線
が
指

定
さ
れ
、
そ
の
終
点
を
示
す
札
幌
市
道
路
元
標
な
ど
も
あ
る
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
唯
一
の
木
塊
舗
装
と
い
う
「
道
路
遺
産
」
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

平
成
元
年
に
な
り
、
こ
の
通
り
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
・
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
き
詰
め
た
現
在
の
舗

装
が
誕
生
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
と
、
し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ガ
ス
灯
な
ど
情
緒
あ
ふ
れ
た
通
り
と
な
っ

た
。「
道
庁
正
門
前
通
」
は
こ
れ
ら
の
歴
史
を
語
り
伝
え
る
道
で
あ
り
、
七
ツ
星
の
道
旗
が
ひ
る
が

え
る
赤
レ
ン
ガ
の
旧
庁
舎
と
マ
ッ
チ
し
て
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
「
道
路
遺
産
」
の
通
り
で

あ
る
。

こ
の
正
門
前
の
通
り
に
は
、
公
孫
樹
（
イ
チ
ョ
ウ
）
の
並
木
が
緑
の
大
き
な
ア
ー
チ
を
作
っ
て
い



［道庁正門前通り］ 128

る
。
東
京
荒
川
で
育
成
さ
れ
て
い
た
樹
齢
一
九
年
の
も
の
を
譲
り
受
け
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現

在
で
は
二
七
本
が
そ
の
梢
を
空
高
く
そ
び
え
さ
せ
て
い
て
、
夏
の
緑
、
秋
の
黄
葉
は
東
洋
的
な
扇
形

の
葉
と
相
ま
っ
て
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
並
木
道
を
作
っ
て
い
る
。

囀
り
や
銀
杏
並
木
は
吾
が
行
く
道
　
　
　
　
　
　
　
横
川
秀
川

こ
の
公
孫
樹
、
す
な
わ
ち
銀
杏
は
祖
父
の
代
に
植
え
た
木
が
孫
の
代
に
な
る
こ
ろ
、
よ
う
や
く
実

を
結
ぶ
こ
と
に
由
来
さ
れ
る
。
こ
の
銀
杏
は
生
き
て
い
る
化
石
と
も
い
わ
れ
、
約
一
億
五
千
万
年
前
、

地
球
上
で
全
盛
を
誇
っ
て
い
た
と
い
う
。
氷
河
期
に
は
ほ
と
ん
ど
絶
滅
し
、
当
時
や
や
温
暖
で
あ
っ

た
中
国
だ
け
に
生
き
延
び
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

引
用
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考
文
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中
村
廉
次
編
輯
「
名
井
九
介
翁
記
念
録
」
名
井
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士
記
念
事
業
会
、
昭
和
二
八
年

久
野
重
一
郎
著
「
道
路
鋪
装
法
」
昭
和
一
八
年

「
北
海
道
道
議
会
議
事
録
」
北
海
道
議
会
、
大
正
一
三
年

「
札
幌
市
史
―
政
治
行
政
編
」
札
幌
市
、
昭
和
二
八
年

河
野
常
吉
著
「
北
海
道
道
路
誌
」
北
海
道
廳
、
大
正
一
四
年

「
札
幌
の
街
路
樹
」
札
幌
市
、
昭
和
四
三
年

「
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
・
札
幌
の
樹
々
」
北
海
道
新
聞
社
、
昭
和
六
一
年


